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一般財団法人社会変革推進財団（SIIF）概要

日本財団のメンバーが、国内にインパクト投資のエコシステムを創るため、スピンアウトし
て、 2017年に前身の社会的投資推進財団を設立。2019年に名称変更。
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経歴

・2023年‐株式会社藤村総合研究所 取締役（現職）
・2022年‐株式会社日清ホールディングス 社外取締役（現職） 

・2022年‐株式会社Rennovater 社外監査役（現職） 
・2023年‐SIIFインパクト・オフィサー（業務委託）

・内閣府所管休眠預金等活用制度の地域活性化を目的とした13件の事業
を統括
・金融庁共催「インパクト投資 に関する勉強会」 「インパクト志向金融 

宣言」事務局

2009年-2019年 独立行政法人国際協力機構（JICA)

・インドネシア、インド、中東欧諸国（ウクライナ、モルドバ等）。主に
円借款事業の企画・ 承諾・監理に従事

2005年- 2009年 ベイン・アンド・カンパニー / Bain & Company

1999年-2005年 国際協力銀行（JBIC）
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2019年度通常枠「地域活性化ソーシャルビジネス成長支援事業」
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2020年度通常枠「コレクティブインパクトによる地域課題解決事業」
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2020年度通常枠「コレクティブインパクトによる地域課題解決事業」

5



2021年度通常枠「地域インパクトファンド設立・運営支援事業」
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2021年度通常枠「地域インパクトファンド設立・運営支援事業」
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各事業 申請数と採択数
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19年度事業 20年度事業 21年度事業

「地域を活性化するソーシャ
ルビジネス」という広い間口

「地域の重要機能を維持する
コレクティブインパクト」と
いうより難易度の高い事業

「地域にてインパクトファン
ドを立ち上げる」という高難
度の事業

特徴

広報 ・信金中金経由説明会実施
・金融系の新聞に記事掲載

・特段せず ・特段せず

事前相談 ・特段せず ・思い当たるところと相談 ・企画時点より相談

公募期間 ・3カ月 ・1か月 ・1か月

申請数 ・75団体 ・24団体 ・7団体

採択数 ・6団体 ・4団体 ・2団体

反省点 ・広く公募をしすぎて審査の
負荷が大きすぎた

・公募期間をもう少し長くし
てもよかった
・コレクティブインパクトの
定義があいまい過ぎた

・（SIIFとの戦略に合致して
いるため仕方ないが）企画の
難易度が高すぎ採択団体が２
となった



まとめ

◆資金分配団体としての戦略・セオリーオブチェンジを明確に持ち、事前にそれに
合致する実行団体候補があるか十分にヒアリングを行う。ヒアリング次第でセオ
リーオブチェンジを変更する

◆資金分配団体としての戦略・セオリーオブチェンジに合致する団体の要件を熟考
した上で審査基準を設定する

◆どれくらいの申請数を期待するのか、それにより、企画の難易度を調整する

◆書類審査だけではなく、面談を複数回実施し、「審査」ではなく、３年という事
業期間を「パートナー」として走り続けられるか、という点をしっかり見極める

◆可能であれば、当該申請団体に関する評判について、非利害関係者からの意見を
ヒアリングする

◆（将来的に伴走支援をすることにある）事務方の意見をしっかり審査に反映させ
る（外部評価委員会だけに依存しない）
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